
 

 

 
 

 

師走の候 
校長 小林 誠 

 

11 月の 14 日に、青葉台地区社会福祉協議会の活動で、地域清掃活動(花植え)に参加し、桜台バ

ス停付近でゴミ拾いをしてきました。歩道でたくさんの方が花を植えていて、お互いお久しぶりな

のか、皆さんマスク越しの会話がとても楽しそうでした。23日にはみたけ台公園にて、みたけ台町

内会主催の焼きいも大会があり、ごあいさつに伺いました。小さいお子さん連れの家族が多く、き

ちんと間隔を空けて並び、もらった焼きいもの袋を持って皆さん笑顔でした。両日とも天気が良く、

それぞれコロナ対策にしっかり留意してイベントを開催していました。感染拡大を防ぎつつ、でき

ることをできる形で進めていこうという地域の力を感じました。 

11月の中頃より、新型コロナウィルス感染症の陽性者がまた増えてきて、感染流行の第３波と報

道されています。GoToトラベルが一部地域で中止となるなど、事態はだんだん緊迫の度を増してき

ているようです。これから冬に向けて、空気が乾燥してコロナウィルスの生存時間が長くなり、ウ

ィルスとの接触機会が増えるとか、水が冷たくて手洗いの回数が減り、個々の対策がおろそかにな

るのではないかとも言われています。 

学校での対策は、教室では、暖房をつけているために授業中の換気は極力避け、休み時間に窓を

開け換気をするようにしています。また、保護者の方も含め外部から来校される方には、検温や健

康チェックのお願いをしています。凡事徹底、対コロナウィルスの特効薬がない以上は、対策は今

までと同様、マスクと消毒、３密を避けることの励行です。今まで以上に丁寧に対応していくこと

が必要です。 

３年生は進路選択の最終局面です。今年度の入試では、会場の３密を避けたり、別会場を用意し

たりと、特別な対応をする学校もあると聞いていますが、それも元気に会場にたどり着いてからの

対策です。コロナウィルスに限らず、過去にもインフルエンザの流行や風邪で受験当日に困った例

はたくさんあります。風邪もインフルもコロナも対策は同じです。人からもらわぬよう、体調管理

に努めてください。また、体調不良や発熱の場合、自分の体調管理を第一に、また周りの人に感染

を広げないように、まずは学校を休んで受診をしてください。普段から、寒さに負けない体づくり

をし、この冬を乗り切ってください。 

今、グラウンドでは、防球ネットの改修工事が進んでいます。柱の位置をグラウンド内側に移し、

耐震性を増します。また、体育館横では防災トイレのための工事も始まります。災害時に学校が避

難所になった時のために、仮設トイレのベースとなる部分をあらかじめ設置するものです。地域の

安心のためにも、学校施設の更新や新設が行われています。近隣の皆様には、作業車の出入りや騒

音などでご迷惑をおかけすることもあるかと思いますが、防災や安全のための工事としてご理解い

ただけますよう、よろしくお願いいたします。 
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11月 20日（金）５・６校時に全校道徳を行いました。今回は、例年のように講師をお招きして 

体育館で行うのではなく、放送で『世界ウルルン滞在記 特別編 「忘れない！戦場で傷ついた子

どもたち ～ドイツ国際平和村の記録～」』を視聴し、平和についての話し合いをクラスで行うと

いうものでした。 

 ドイツ国際平和村の記録を、女優東ちづるさんのボランティア活動を通じて、16年間追い続けた 

もので、内戦や紛争で傷を負った子どもたちを受け入れ、治療を施し、リハビリ指導をして、母国 

へ帰す様子を伝えています。とても直視できないような深い傷を負った子どもたちのようす、母国 

では、治療もできず、せっかく治療やリハビリをしても安全に帰国できない社会状況。治療を終え 

帰る子どもたちよりもその後送られてくる子どもの数の方が多いという現実。一個人としてボラン 

ティア活動を続けてきた東さんの生きざまなど様々考えさせられる内容が多くありました。 

＜生徒の感想＞ 

私がみんなの話を聞いて思ったことは、みんなは優しいということです。今の私達は戦争も分 

からないのに紛争地の人々を考えられるのはなかなかないからと思った。そして、いま、私たちが

やっているこの授業が当たり前ではないとあらためて思った。道徳の『授業』としてではなく、授

業じゃなくても平和について考えられる世の中になればいいと思った。 

 

 

 

学校、地域も夏の花が終わり、秋・冬の花に植え替えの季節がやってきました。11 月 4 日（水）ＰＴ

Ａ運営委員会のあと委員さんが「花いっぱい運動」で本校の正門と体育館横のプランターの植え替えを

行ってくれました。今年はコロナウイルス感染症のため春も秋も委員さんだけで行いました。ありがと

うございました。 

地域でも 11 月 14 日（土）に地域清掃と花の植え替えがありました。毎年 10 月に行われますが今年

はコロナの影響で 11 月に実施しました。毎年中学生は生徒会役員他お手伝いをしていました。生徒は

試験前で参加せず、PTA 校外委員代表が参加しました。地域で残った花の苗を学校にいただき、5.6 組

さんの協力で学校にも植えることができました。協力ありがとうございました。これから厳しい寒さの

季節になります。花の咲いたところを見てあげてください。 

 
 

 

①お子さんの新型コロナウィルス感染が判明した時、またはお子さんが濃厚接触者に特定された

場合は、速やかに学校にご連絡ください。 

②ご家庭の同居家族の方がＰＣＲ検査や抗原検査を受けられた場合も、速やかに学校にご連絡を

ください。 

③教育委員会の指導により、学校関係者(教職員・生徒)が新型コロナウィルス感染者と判明した

場合、その事実をご家庭にお知らせすることになっております。 

 ご理解ご協力をお願いいたします。 

 


